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共産党瘍緬電県知箏Xご

曠な擬Z)刀帯震った要望薑差据出

今年も、県内のさまざまな団体の皆さんと

懇談し、要望や意見をお聞きしてきました。

その後、共産党県議団でまとめた要望書を県

知事に提出し、知事と短時間ですが、懇談も

できました。

私は、コロナ対策において神奈川モデルで

の陽性者の自宅療養は、本人に自己責任が強

いられ、家族も厳しい状況に追い込まれたこ

と、今後「第6波」に向けて、陽性の方が症

日
■
戸

■
■
■
ワ
ー

壁
■
「
！
ご
Ｅ
■
伊
ｒ
０
矧
繊
型
一
口
・

塚
！
‐
’

一
』
一
一
一
一
一
一
■

↓
畢

睦

坐

L必
一

ー

状に応じて入院でき、充分な治療が受けられるように、県として取り組むことを求めました。

知事からは「感染が落ち着いたが、給付などの支援が終わり、心配している。時短が終わっ

たが、客が戻ってきているわけではない。協力金もない中、これから厳しい状況になっていく

懸念がある。何らかの取り組みが必要だ。 」と話がありました。 700を越える要望項目は、

どれもぜひ予算に反映してほしい内容です。

－特別支援学校の教室は､213教室も不足一

文部科学省が、9月24日に特別支援学校設置基準を公布しました。教室不足に対して各自治

体に「集中取り組み計画」を21年度末までの策定・実施を求めていますが、全国47都道府県

の中で、神奈川は策定されていない14の県の一つになっています。

教室不足は213。県立特別支援学校の老朽化が著しい校舎も多くあります。校舎の改修と新

たな新設校の設置を決断すべきです。 （※国は施設の改修について、補助率を3分の1から2分の1

に引き上げましたが、新設の財政措置なし）今後、国に対して新設の財政措置を行うよう求めます。
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今週は皇帝ダリア
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日大の敷地に毎年咲く皇帝ダリアです。キダチダリアの別名もあ

1 り、メキシコ。中米原産です。高さが8m～10mになるものもあるそ

i うです。舌状花は8枚、ピンクと白があります。花言葉は「乙女の
i真心」 。見上げるほどの高さの花なので目立ちますね。茎は竹の節
iのような形状で頑丈そうですが、意外に風に弱く倒れやすいようで

．､す。写真の日は曇りでしたが、澄んだ青い空に映える皇帝ダリアの姿は凛々しく見えます。
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医療"刀…改悪

新聞に掲載された経団連の提言に驚き

。なんと医療の受診に定額負担導入、

蕊
ることはなんとひどいやり方なのでしょうか。そもそも、国民の願いには背を向け、経団連のい

いなりに改悪を続ける政権が存続していいとは思えません。

政府も行政も、 “持続可能な制度を維持するため”といいますが、国民を苦しめ、健康や命

を脅かすやり方の、どこが持続可能な制度なのでしょうか！ ？国民の願う制度を維持するために

あるのが政治です。一緒に反対の声をあげ続けましょう。

これがほしかった！ 田
戸

お出かけサポート無料パス
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｜ 高齢者の外出や移動を支援することは､高齢；

|者の福祉として強く望まれています｡道路の交I
|通安全を確保して､健康と生きがいづくりをし1

1たい｡積極的な社会参加をしたい｡環境への負｜

|荷を減らしたい． ・ ・ ・ ・ ・ ・。
'●70歳以上の方々を対象に、バス等の公共交通｜
|の無料パスを創設してください。

|●交通不便地域の解消をしてください。

|●路線バスではなく、利用者の要請で対応する｜
i予約制の公共交通(デマンドバス)等の無料バスi

iを創設してください。
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｢高齢者のお出かけサポートをすすめる会｣が､署名活動をしています。

私も一緒にとりくんでいます。


